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月 日 意見を求めた事項 
評議員氏名 

（敬称略） 
意 見 の 概 要 処  理 

３月４日に

提言シート

の提出を依

頼。 

 

締め切りは 

３月１３日 

 

２名の評議

員から提言

シートの提

出 が あ っ

た。 

 

①「令和７年度学

校評価報告書」に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②保護者・児童ア

ンケート結果につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

評議員 

 

 

 

 

 

 

評議員 

 

 

 

 

評議員 

 

 

 

 

 

評議員 

 

 

評議員 

 

 

 

SE での探究活動をされ、外国

語教育と異文化理解も進めら

れていると感じた。 

村の大きな特色である「食育」

「郷土学」は人づくりに寄与して

いると思う。 

 

これからの社会、時代を過ごし

ていくには、言語能力とともに

様々な課題があるのだと気づか

されました。 

 

村にある学校なのだから金剛

登山に行くことは大切だと言い

う思いで、私も校長の時には

「金剛登山」を大切にしてきまし

た。 

 

親の目線からだと共感できる結

果だったと思いました。 

 

自由記述は子どもらしい率直な

気持ちもあれば、深刻に考えて

いる児童もいるかもしれないの

で、寄り添い対応することは大

令和７年度の学校

評価報告書を職員

で共通理解を図る

とともに、次年度へ

の取り組みにもつ

なげていく。 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果の内

容と分析結果につ

いては、職員会議

で周知し共通理解

をしている。また、自

由記述についても

共通理解しており、

来年度以降の計画

等の参考にしてい

く。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③その他 

 

 

評議員 

 

 

 

 

 

 

 

 

評議員 

 

 

 

 

評議員 

 

 

 

切だと思います。 

 

自由登校の意見が目立ってい

た。近所の保護者の方に聞くと

低学年なので心配されていて、

他の地区のお友達と一緒に登

校されたようでした。これからの

学校生活に順応していかなけ

ればならないのかなと考えさせ

られました。 

 

少子化がどんどん進む中で地

域の実態、自然環境などを生か

しながら魅力ある千早赤阪村

の学校教育を進めてください。 

 

いつもよりよい学校づくりをあり

がとうございます。また、育みボ

ランティアに参加させていただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度で学校評議

員は終了の為、来

年度以降は、学校

運営協議会で意見

をいただき学校運

営に生かしていく。 

 

 

 

 

１．評議員氏名欄には意見を求めた評議員の氏名、または会議の場合は会議と記入する。 

２．意見の概要の欄には、会議の場合、最初に（評議員名）を記入し、その後に意見の概要を記入する。 

３．処理欄には、意見を求めた後の処理（職員会議へ報告、文書で職員へ周知等）を記入する。 

 


